
年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （２・５組：　　・　　・　　） （３・６組：　　・　　・　　） （４・７組：　　・　　・　　） (１組：　　・　　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理を
使用して基本的なが関数をグラフ化したり、平行移
動ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることができ
る。少し複雑な関数についてグラフを書いたり応用
問題を解くことができる。与えられた条件から２次
関数を完成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
関数の単元に関心をもち，考察しようとする。応用
問題の解法について，考察しようとする。複雑な問
題について，振り返って考えたり，挑戦する姿勢が
見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識・技能】
用語の意味や使い方を理解している。集合の表し
方を理解し、決まりに従って集合を表すことがで
きる。
【思考・判断・表現】
1つの集合を複数の表し方で表すことができる。真
の命題や偽の命題，命題ではない文の例を考え，
他人が考えた命題や文が妥当か判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
命題の真偽や必要条件，十分条件について，集合
と関連付けて理解したり説明したりしようとする
態度がある。

１
学
期

第一章　数と式
【知識及び技能】
式を扱うための基本的な用語や計算
方法について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
式を1つの文字に着目して整理した
り，1つの文字におき換えたりするな
ど，目的に応じた式の見方ができる
ようにし，既に学習した計算方法と
関連付けるなど，式を多面的に捉え
る力を培う。
【学びに向かう力、人間性等】
中学校での既習事項を元に新たな考
えを構築したり、方法を考察したり
することができる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な計算をできる。複雑な式につい
ても、まとまりを利用するなど工夫して解くこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
数と式の単元に関心をもち，考察しようとする。
複雑な計算の工夫について，考察しようとする。
複雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦
する姿勢が見られる。

第２章　集合と命題
【知識及び技能】
 集合と命題に関する基本的な概念
や用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
基本的な概念を用いて命題を証明で
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
集合や命題の概念を活用して事象を
考察できる力を培う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

定期考査

定期考査

評価規準

○ ○ 13

○ ○

第３章 2次関数
【知識及び技能】
関数とそのグラフについて理解す
る。2次関数の最大値，最小値をグ
ラフを用いて求められるようする。
【思考力、判断力、表現力等】
2次関数のグラフの特徴について，
頂点の平行移動と関連付けて理解
し，2次関数のグラフがかけるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
２次関数を様々な事象の考察に活用
しようとする姿勢が見られる。

○

1

知 思 態

1

○ ○ ○ 9

配当
時数

○ ○ ○ 10

○○

【思考力、判断力、表現力等】

数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみた
り目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構
成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，
事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを
相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから
設定した問題について，データの散らばりや変量間
の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を
行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を養う。

数研出版　高等学校　数学Ⅰ

数学

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

雪谷

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断し
ようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】



３
学
期

第４章 図形と計量
【知識及び技能】
正弦定理，余弦定理について理解し
ている。三角形の面積も求められる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
正弦定理、余弦定理を適切に用いて
三角形の辺や角を求められるように
し、これらのことを空間図形を含む
様々な事象に活用できるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
三角比を用いた計量を行うなど，三
角比を事象の考察に活用しようとす
る姿勢が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。正弦定理、
余弦定理、面積を用いて辺の長さや角度、面積を
解くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な計算についても、考察し、理解
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
正弦定理、余弦定理、面積に関心をもち，考察し
ようとする。複雑な問題について，振り返って考
えたり，挑戦する姿勢が見られる。

第５章 データの分析
【知識及び技能】
統計の基本的な考えや種々の統計
量，特にデータの散らばりや相関を
表す量について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
データを分析し，様々な判断ができ
るようにする。また，仮説検定の考
え方を理解し，それをもとにした判
断ができるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
様々なデータの表し方や有用性に興
味を示し、考察に活用しようとする
姿勢が見られる。

〇 〇

２
学
期

第３章 2次関数
【知識及び技能】
条件から2次関数を決定できるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
2次不等式も2次関数のグラフとx軸
の関係から考察し，2次不等式が解
けるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
２次関数を様々な事象の考察に活用
しようとする姿勢が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理を
使用して基本的な関数をグラフ化したり、平行移動
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることができ
る。少し複雑な関数についてグラフを書いたり応用
問題を解くことができる。与えられた条件から２次
関数を完成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
方程式、不等式の単元に関心をもち，考察しようと
する。複雑な問題について，振り返って考えたり，
挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇

定期考査 ○ ○

〇

第４章 図形と計量
【知識及び技能】
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な三角比の問題も基本的な三角
比と同様に工夫して解くことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
三角比を用いた計量を行うなど，三
角比を事象の考察に活用しようとす
る姿勢が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理を
使用して三角比を表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることができ
る。少し複雑な図形について三角比の考え方を用い
て解くことができる。様々な測量計算を三角比を用
いて解くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
三角比の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦する
姿勢が見られる。

合計

105

1

〇 15

〇 30

〇 〇 10

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学Ⅰ
CONNECT　数学Ⅰ
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。様々なデー
タをグラフで表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。分散や標準偏差、相関係数などの複雑な計
算ができる。２つ以上のデータの特徴を理解し、
考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
様々なデータに関心をもち，考察しようとする。
与えられた情報から、必要なグラフを作ったり、
グラフからその特徴を予想するなどの考察をする
ことができる。

〇 〇

14

1定期考査 ○ ○

定期考査
○ ○ 1

〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（１学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 〇 14

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

２
学
期

第二章 図形の性質
第１節　平面図形
【知識及び技能】
平面図形の様々な性質について理解
でき、角や辺を求めることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
証明を含めて理解し，それを様々な
事象の考察や，新たな性質の証明な
どに活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
解法の過程についても興味を持ち，
様々な図形に活用しようとする姿勢
が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学A
４プロセス　数学A
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。性質を利用し
て基本的な図形の角や辺を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
証明や少し複雑な図形も解くことができる。新しく
学ぶことを既習事項と結びつけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
図形の性質に関心をもち，考察しようとする。複雑
な問題について，振り返って考えたり，挑戦する姿
勢が見られる。

〇 〇 〇 13

定期考査 ○ ○ 1

第二章 図形の性質
第１節　平面図形
第２節　空間図形
【知識及び技能】
平面図形、空間図形の様々な性質に
ついて理解でき、角や辺を求めるこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
証明を含めて理解し，それを様々な
事象の考察や，新たな性質の証明な
どに活用できる。
【学びに向かう力、人間性等】
解法の過程についても興味を持ち，
様々な図形に活用しようとする姿勢
が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学A
４プロセス　数学A
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。性質を利用し
て基本的な図形の角や辺を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
証明や少し複雑な図形も解くことができる。新しく
学ぶことを既習事項と結びつけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
図形の性質に関心をもち，考察しようとする。複雑
な問題について，振り返って考えたり，挑戦する姿
勢が見られる。

〇

１
学
期

第一章 場合の数と確率
第１節　場合の数
【知識及び技能】
基本的な用語や計算方法について理解す
る。また、場合の数を求めるための基本
的な考え方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な場合の数を求めるための考え方を
理解し、必要な定理や公式を適用するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
解法の過程についても興味を持ち，様々
な場合の数に活用しようとする姿勢が見
られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学A
４プロセス　数学A
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理を
使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることができ
る。少し複雑な場合の数についても求めることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
場合の数の単元に関心をもち，考察しようとする。
複雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦す
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

第一章 場合の数と確率
第２節　確率
【知識及び技能】
基本的な用語や計算方法について理解す
る。また、確率を求めるための基本的な
考え方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な確率を求めるための考え方を理解
し、必要な定理や公式を適用することが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
解法の過程についても興味を持ち，様々
な場合の数に活用しようとする姿勢が見
られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学A
４プロセス　数学A
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理を
使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることができ
る。少し複雑な場合の数についても求めることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
確率の単元に関心をもち，考察しようとする。複雑
な問題について，振り返って考えたり，挑戦する姿
勢が見られる。

○ ○ ○ 14

定期考査

・数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わりに
ついて理解すること。
・数学史的な話題，数理的なゲームやパズルなどを通し
て，数学と文化との関わりについての理解を深めること。

・数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展
させ考察すること。
・パズルなどに数学的な要素を見いだし，目的に応じて
数学を活用して考察すること。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

数研出版　高等学校　数学Ａ
数学

【 知　識　及　び　技　能 】

数学Ａ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

雪谷 数学 数学Ａ
数学 数学Ａ 2

（1,3,4組：　　） （2,5,7組：　　） （6組：　　）



定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

第３章 数学と人間の活動
【知識及び技能】
様々な人間の活動の中から，整数を
中心とした数学的な要素を見出し，
数学の内容の理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
現実の事象を数学を用いて考察でき
るような力を培う。
【学びに向かう力、人間性等】
解法の過程についても興味を持ち，
様々な図形に活用しようとする姿勢
が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学A
４プロセス　数学A
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。法則性を利用
して基本的な整数の問題を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
証明や少し複雑な図形も解くことができる。新しく
学ぶことを既習事項と結びつけることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
数学と人間の活動に関心をもち，考察しようとす
る。複雑な問題について，振り返って考えたり，挑
戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇

15

合計

70



年間授業計画

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な図形について方程式にしたり位
置関係を書くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
図形と方程式に関心をもち，考察しようとする。
複雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦
する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 20

定期考査
○ ○ 1

１
学
期

第１章　式と証明
【知識及び技能】
　多項式や分数式の計算が出来るこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
　実数の性質などを基に等式や不等
式が成り立つことを論理的に考察し
証明すること。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常の事象を数学的に捉え、問題
解決に活用すること。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・項目別学習ノート「式と証明、複素数と
方程式」
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
実数の大小関係の性質や相加平均と相乗平均の大
小関係などを用いて、等式や不等式が成り立つこ
とを論理的に考察出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
式と証明に関心をもち、考察しようとする。複雑
な問題について、振り返って考えたり挑戦する姿
勢が見られる。

○ ○ ○ 13

第２章　複素数と方程式
【知識及び技能】
 複素数と方程式に関する基本的な
概念や用語を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
基本的な概念を用いてより複雑な問
題を考察し解決できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
複素数と方程式の概念を活用して事
象を考察できる力を培う。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・項目別学習ノート「式と証明、複素数と
方程式」
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

【知識・技能】
用語の意味や使い方を理解している。複素数の意
義や公式・定理を理解し、正しく用いることがで
きる。
【思考・判断・表現】
具体的な事象から考察することができる。新しく
学ぶことを既習事項と結びつけることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
複素数や方程式に関心をもち，考察しようとす
る。複雑な問題について，振り返って考えたり，
挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 15

定期考査 ○ ○ 1

第３章 図形と方程式
【知識及び技能】
座標平面上の直線や円を表す方程式
と、その位置関係などを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
座標平面上の点や直線、円を表す方
程式を既習事項と関連付けて理解
し，適切に表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
座標平面上の点や直線、円を方程式
で表現することに関心を持ち、位置
関係の考察などに積極的に活用して
いる。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び
微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数
学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し、等式や不等式が成り立つことな
どについて論理的に考察する力、座標平面上の図形について構
成要素間の関係に着目し、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・
的確に表現したり、図形の性質を論理的に考察したりする力、
関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を数学的に
考察する力、関数の局所的な変化に着目し、事象を数学的に考
察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強
く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態
度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・
改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

数学 数学Ⅱ 4

(１組：　　)(２組：　　・　　・　　)(３組：　　・　　)(４組：　　･　　)(５組：　　・　　・　　)(６組：　　・　　)(７組：　　・　　)

NEXT　数学Ⅱ
数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な
表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

雪谷 高等学校 令和６年度（２学年用）　数学 数学Ⅱ



定期考査 ○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

第６章 微分法と積分法
【知識及び技能】
微分係数や導関数、不定積分や定積
分の意味を理解し、正しく求めるこ
とが出来る。
【思考力、判断力、表現力等】
微分や積分を用いて式やグラフ、図
形との関係を多面的に考察すること
が出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
微分と積分の関係に興味を持ち、身
の周りの事象に活用する方法を考察
する姿勢が見られる。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式を利用
して基本的なグラフの概形や面積を求めることが
出来る。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。導関数を用いてグラフの特徴を読み取るこ
とや、微分と積分が逆演算であることを理解し、
条件を満たす関数を求めることが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
微分・積分に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦す
る姿勢が見られる。

〇 〇 〇

30

合計

140

２
学
期

第４章 三角関数
【知識及び技能】
一般角の概念や三角関数の基本的な
性質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な三角関数の問題に関して、単
位円やグラフ、加法定理や合成など
を適切に活用して解くことが出来
る。
【学びに向かう力、人間性等】
三角関数のグラフをコンピューター
で書くなど積極的な学習を行い、三
角関数を様々な事象の考察に活用し
ようとする姿勢が見られる。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な関数をグラフ化できる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な関数についてグラフを書いたり
応用問題を解くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
三角関数に関心をもち，考察しようとする。複雑
な問題について，振り返って考えたり，挑戦する
姿勢が見られる。

〇 〇 〇 40

定期考査 ○ ○ 1

第５章 指数関数と対数関数
【知識及び技能】
指数関数・対数関数の意味やその基
本的な性質について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
指数関数と対数関数の、式とグラフ
の関係について多面的に考察し、そ
れらを用いた問題を解くことが出来
る。
【学びに向かう力、人間性等】
指数関数・対数関数を身の周りの事
象の考察に活用しようとする姿勢が
見られる。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
【教材】
・NEXT 数学Ⅱ
・CONNECT 数学Ⅱ
・一人１台端末の活用
・FORMSを活用した振り返り
・ONE　NOTEで各自の考えの共有
・視覚教材の利用

【知識及び技能】
指数法則や対数の性質を理解している。また、指
数関数と対数関数のグラフの特徴や値の変化を理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。指数関数と対数関数の式とグラフの関係に
ついて多面的に考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
指数関数・対数関数に関心をもち，考察しようと
する。複雑な問題について，振り返って考えた
り，挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 18



年間指導計画

高等学校 令和７年度（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組
教科担当者： （A展開文系：　　） （B展開文系：　　） （C展開文系：　　）

（A展開生物：　　） （A展開物理：　　） （B展開理系：　　） （C展開理系：　　）
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

第二章 統計的な推測
第１節　確率分布
【知識及び技能】
確率変数と確率分布について理解でき、
確率変数の期待値,分散,標準偏差を求め
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
確率変数の分散,標準偏差の意味を理解
し,分布の特徴について判断することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
解法の過程についても興味を持ち，様々
な確率変数に活用しようとする姿勢が見
られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学B
CONNECT　数学B
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。確率分布や
確率変数の期待値,分散,標準偏差を求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
具体的な事象から考察することができる。新しく
学ぶことを既習事項と結びつけることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
確率変数や正規分布に関心をもち，考察しようと
する。複雑な問題について，振り返って考えた
り，挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 12

定期考査 ○ ○ 1

第二章 統計的な推測
第２節　統計的な推測
【知識及び技能】
母集団と標本、標本調査について理
解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
母集団の傾向を推測し判断したり,標
本調査の方法や結果を批判的に考察
したりできる。
【主体的に学習に取り組む態度】
日常の事象の考察や様々な判断に積
極的に活用しようとする姿勢が見ら
れる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学B
CONNECT　数学B
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。標本平均の
標準偏差や信頼区間を求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
母平均や母比率の推定,正規分布を用いた仮設検定
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な調査に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦す
る姿勢が見られる。

〇 〇 〇 15

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学B
CONNECT　数学B
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な場合の数についても求めること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数列の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦す
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 14

定期考査
○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

第一章 数列
第１節　等差数列と等比数列
【知識及び技能】
基本的な用語や計算方法について理解す
る。また、等差数列・等比数列を求める
ための基本的な考え方について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な数列を求めるための考え方を理解
し、必要な定理や公式を適用することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
解法の過程についても興味を持ち，様々
な数列に活用しようとする姿勢が見られ
る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学B
CONNECT　数学B
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解している。公式や定理
を使用して基本的な計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新しく学ぶことを既習事項と結びつけることがで
きる。少し複雑な場合の数についても求めること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数列の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題について，振り返って考えたり，挑戦す
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

第一章 数列
第２節　いろいろな数列
第３節　漸化式と数学的帰納法
【知識及び技能】
基本的な用語や計算方法について理解す
る。また、数列や数列の和を求めるため
の基本的な考え方について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な数列や数列の和を求めるための考
え方を理解し、必要な定理や公式を適用
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
解法の過程についても興味を持ち，様々
な数列に活用しようとする姿勢が見られ
る。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学B
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

・数列,統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則
を体系的に理解している。
・数学と社会生活の関りについて認識を深めている。

　離散的な変化の規則性に着目し,事象を数学的に表現
し考察する力,確率分布や標本分布の性質に着目し,標本
調査の方法や結果を批判的に考察したりする力,日常の
事象や社会の事象を数学化し,問題を解決したり,解決の
過程や結果を振り返って考察したりする力を身に付けて
いる。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり,
粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づきはんだんし
ようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり,評
価・改善したりしようとしている。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学 数学B 2

（１組：　　）

NEXT　数学B
数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

雪谷 数学 数学B



定期考査 ○ ○ 1

３
学
期

第３章 数学と社会生活
【知識及び技能】
社会生活などにおける問題を，数学
を活用して解決する意義について理
解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
現実の事象を数学を用いて考察でき
るような力を培う。
【主体的に学習に取り組む態度】
解法の過程についても興味を持ち，
様々な人間の活動に活用しようとす
る姿勢が見られる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
NEXT　数学B
CONNECT　数学B
・一人１台端末の活用
FORMSを活用した振り返り
ONE　NOTEで各自の考えの共有
視覚教材の利用
教材の蓄積
リモート授業

【知識及び技能】
日常生活における問題や社会問題を数学的に考察
できる。与えられた情報を正しく読み取れる。
【思考力、判断力、表現力等】
問題解決の過程や結果の妥当性について批判的に
考察し,別の仮定を立てて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
数学と社会生活に関心をもち，考察しようとす
る。複雑な問題について，振り返って考えたり，
挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇

15

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組 2 組 4 組 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

雪谷 数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4

（①：　　） （②：　　）
高等学校 数学Ⅲ

数学

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学Ⅲ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

極限、微分法および積分法についての概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的
に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

数列や関数の値の変化に着目し、極限について考察した
り、関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し、数
学的に考察したりする力、いろいろな関数の局所的な性
質や大域的な性質に着目し、事象を数学的に考察した
り、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的
に考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとす
る態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

【数学Ⅲ】
第１章　関数(授業は２年次に終了)
分数関数や無理関数の性質を理解し、それを方
程式や不等式の考察に活用できるようにする。
また、関数の一般的な性質として逆関数や合成
関数などについて理解し、事象の考察に活用で
きるようにする。
第２章　極限
・数列の極限の概念を理解し、様々な数列の極
限が求められるようにする。無限級数について
は、その極限と各項の極限との関係を理解し、
正しく考察できるようにする。
・数列の極限と関連させて関数の極限について
理解し、関連して関数の連続性についても理解
するとともに、それらを様々な関数の考察に活
用できるようにする。
第３章　微分法
・微分係数や導関数の定義を理解し、導関数に
ついての様々な性質や公式を導き、それらを導
関数の計算に活用できるようにする。
・導関数の定義や公式を適用して、いろいろな
関数の導関数を導き、それを用いて関数が微分
できるようにする。また、陰関数や媒介変数で
表された関数の微分もできるようにし、それら
を事象の考察に活用できるようにする。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 30

定期考査
○ ○

26

定期考査
○ ○ 1

第４章　微分法の応用
・導関数を、接線、関数の増減、グラフなどに
活用できるようにするとともに、積極的に導関
数を活用しようとする姿勢を育てる。
・関数のグラフを方程式や不等式の考察に活用
できるようにする。また、点の運動や近似式に
ついても理解し、導関数を様々な方法で活用す
る姿勢を育てる。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○



２
学
期

第５章　積分法とその応用
・様々な関数の不定積分やその計算法則を導関
数をもとにして考え、それをもとに不定積分を
求められるようにする。
・定積分を活用して、面積、体積、曲線の長さ
などを求められるようにし、またそれらを通じ
て定積分の理解をさらに深める。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 38

定期考査 ○ ○ 1

〇

２
学
期

【入試対策講習】
副教材および各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用力の
強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
高等学校　数学Ｃ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 32

定期考査
○ ○ 1

〇

〇

10

合計

140

３
学
期

【入試対策講習】
副教材および各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用力の
強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
高等学校　数学Ｃ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組 2 組 4 組 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】

雪谷 数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 2

（①：　　） （②：　　）
高等学校 数学Ｃ

数学

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学Ｃ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

ベクトル、平面上の曲線と複素数平面についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学的な
表現の工夫について認識を深め、事象を数学化したり、数
学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。

大きさと向きを持った量に着目し、演算法則やその図形
的な意味を考察する力、図形や図形の構造に着目し、そ
れらの性質を統合的・発展的に考察する力、数学的な表
現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養
う。

数学の良さを認識し数学を活用しようとする態度、
粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創
造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

配当
時数

１
学
期

(第１･２章は２年次に終了)
第３章　複素数平面
複素数平面において複素数の演算がどのように
表されるかを理解し、複素数の計算を図形を用
いて考察するとともに、図形の考察に複素数の
計算を活用できるようにする。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学C
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 17

定期考査
○ ○

12

定期考査
○ ○ 1

第３章　複素数平面
複素数平面において複素数の演算がどのように
表されるかを理解し、複素数の計算を図形を用
いて考察するとともに、図形の考察に複素数の
計算を活用できるようにする。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学C
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○

２
学
期

第４章　式と曲線
・放物線、楕円、双曲線の定義や性質を理解
し、それらを図示したり、問題の解決に活用し
たりできるようにする。また、離心率を用いて
２次曲線を統一的に捉えられるようにする。
・曲線が媒介変数を用いて表される仕組みを理
解し、様々な曲線の媒介変数表示について考察
出来るようにする。また、極座標の仕組みにつ
いて理解し、図形を極方程式で表したり、極方
程式が表す図形を求めたりできるようにする。
さらに、コンピュータを用いるなどして、様々
な曲線についてその方程式や概形について、主
体的に考察しようとする姿勢を養う。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ｃ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 18

定期考査 ○ ○ 1

〇

２
学
期

【入試対策講習】
副教材および各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用力の
強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
高等学校　数学Ｃ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 15

定期考査
○ ○ 1

〇



〇

4

合計

70

３
学
期

【入試対策講習】
副教材および各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用力の
強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
深く学べるよう工夫する。
・教材
高等学校　数学Ⅲ
高等学校　数学Ｃ
4プロセス　数学Ⅲ＋C
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・小テストによる主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 、 2 、 4 、 7 組
教科担当者：
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】

科目 の目標：

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学演習Ⅰ
数学 数学演習Ⅰ 2

数学演習Ⅰ

新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
数学

【 知　識　及　び　技　能 】

（①②：　　）

数学

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】
【数学Ⅰ】数と式や２次関数、三角比についての概念や原理・法則
を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。
【数学A】場合の数と確率や図形の性質、整数の性質についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、数学的な表
現の工夫について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

【数学Ⅰ】文字式や関数の値の変化に着目し、三角比について
考察したり、関数関係をより深く捉えて事象を的確に表現し、
数学的に考察したりする力、いろいろな関数の局所的な性質や
大域的な性質に着目し、事象を数学的に考察したり、問題解決
の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力
を養う。
【数学A】図形や整数の性質に着目し、演算法則やその図形的
な意味を考察する力、図形や図形の構造に着目し、それらの性
質を統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象
を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

【数学Ⅰ】数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよう
とする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。
【数学A】数学の良さを認識し数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を
養う。

態
配当
時数

１
学
期

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学Ⅰ】
・式の計算
・式の値
・１次不等式
・命題と集合
・関数とグラフ
・関数の最大・最小
・２次方程式、２次不等式

・指導事項
様々な入試問題に触れることで正しく理解
し学力を高めていく。
・教材
新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・
Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・毎授業の課題による主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学Ⅰ】
・２次関数のグラフとｘ軸の共有点
・三角形の基本
・三角形と図形（１）
・三角形と図形（２）
・データの分析
【数学A】
・場合の数、順列
・組合せ

・指導事項
様々な入試問題に触れることで正しく理解
し学力を高めていく。
・教材
新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・
Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・毎授業の課題による主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○

1

1

２
学
期

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学A】
・図形の性質（１）
・図形の性質（２）
・約数と倍数
・不定方程式
・整数の様々な問題
・確率（１）
・確率（２）

・指導事項
様々な入試問題に触れることで正しく理解
し学力を高めていく。
・教材
新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・
Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・毎授業の課題による主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 14

定期考査

定期考査
○ ○

〇

○ ○

14

定期考査
○ ○ 1

【入試対策講習】
数学ⅠⅡＡＢＣ(ベクトル)全範囲に
ついて、各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用
力の強化を図る。

・指導事項
様々な入試問題に触れることで正しく理解
し学力を高めていく。
・教材
新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・
Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・毎授業の課題による主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇



３
学
期

【入試対策講習】
数学ⅠⅡＡＢＣ(ベクトル)全範囲に
ついて、各大学の過去問題を用いて
演習を行い、既習事項の定着と応用
力の強化を図る。

・指導事項
様々な入試問題に触れることで正しく理解
し学力を高めていく。
・教材
新課程　キートレーニング　数学演習Ⅰ・
Ⅱ・A・B・C〔ベクトル〕
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・毎授業の課題による主体性評価
・必要に応じたリモート授業

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇

10

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組, 2 組 、 4 組, 7 組
教科担当者：
使用教材： （ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

1

３
学
期

【入試対策演習】
数学全範囲について、各大学の過去
問題を用いて演習を行い、既習事項
の定着と応用力の強化を図る。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・キートレーニング
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇

8

合計

140

定期考査

1

【入試対策演習】
数学全範囲について、各大学の過去
問題を用いて演習を行い、既習事項
の定着と応用力の強化を図る。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・キートレーニング
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 22

1

２
学
期

【数学Ｂ】
・数列
・統計的な推測

【数学Ｃ】
・ベクトル　他

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・キートレーニング
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 26

定期考査

定期考査

1

【数学Ⅱ】
・三角関数
・指数関数と対数関数
・微分法
・積分法

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・キートレーニング
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 22

思 態
配当
時数

１
学
期

【数学Ⅱ】
・式と証明
・複素数と方程式
・図形と方程式

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・キートレーニング
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 16

定期考査  

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

数学演習Ⅱ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

各項目の基本事項・教科書で学んだ知識の確認と習熟を図
る。

大学入試の演習問題を通して、基本的な考え方や解法の
習得を図る。また、幅広い難易度の問題演習を通して、
さまざまな考え方の理解を深め、問題解決への力を養
う。

大学入試の演習問題を通して、数学のよさを再認識
し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く
柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善したりしようとする態度や創造性を
養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【主体的に学習に取り組む態度】
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

（1,2,4,7組：　　）（1,2,7組：　　）
　キートレーニング　数学演習Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ・Ｃ（数研出版）

数学

雪谷 数学 数学演習Ⅱ
数学 数学演習Ⅱ 4



年間授業計画

高等学校 令和７年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 2 組～ 4 組
教科担当者：
使用教材： （ ）
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

科目 の目標：

定期考査

【入試対策講習】
数学全範囲について、各大学の過去
問題を用いて演習を行い、既習事項
の定着と応用力の強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
・ワークシートによる入試問題演習
・教材：練磨 数学Ⅲ＋Ｃ

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 12

２
学
期

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学Ｃ】
・複素数平面
・式と曲線

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
・ワークシートによる基本演習
・教材：練磨 数学Ⅲ＋Ｃ
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇 14

定期考査

定期考査

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学Ⅲ】
・微分法の応用
・積分法
・積分法の応用

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
・ワークシートによる基本演習
・教材：練磨 数学Ⅲ＋Ｃ
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 6

思 態
配当
時数

１
学
期

以下の単元の基本問題、要点問題を
中心に、基本的な入試問題を確実に
解く力を養う。
【数学Ⅲ】
・関数の極限
・微分法
・微分法の応用

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
・ワークシートによる基本演習
・教材：練磨 数学Ⅲ＋Ｃ
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○ ○ ○ 8

定期考査  

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】
【数学Ⅲ】極限、微分法および積分法についての概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化した
り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。
【数学Ｃ】ベクトル、平面上の曲線と複素数平面について
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に、数学的な表現の工夫について認識を深め、事象を数学
化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理した
りする技能を身に付けるようにする。

【数学Ⅲ】数列や関数の値の変化に着目し、極限につい
て考察したり、関数関係をより深く捉えて事象を的確に
表現し、数学的に考察したりする力、いろいろな関数の
局所的な性質や大域的な性質に着目し、事象を数学的に
考察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合
的・発展的に考察したりする力を養う。
【数学Ｃ】大きさと向きを持った量に着目し、演算法則
やその図形的な意味を考察する力、図形や図形の構造に
着目し、それらの性質を統合的・発展的に考察する力、
数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す
る力を養う。

【数学Ⅲ】数学のよさを認識し積極的に数学を活用
しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠
に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎を養う。
【数学Ｃ】数学の良さを認識し数学を活用しようと
する態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度、問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり、評価・改善したりしようと
する態度や創造性の基礎を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学演習Ⅲ

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【主体的に学習に取り組む態度】

（　　）
入試必修問題集「練磨 数学Ⅲ＋数学C 国公私立大学編」啓林館

数学

雪谷 数学 数学演習Ⅲ
数学 数学演習Ⅲ 2



３
学
期

【入試対策講習】
数学全範囲について、各大学の過去
問題を用いて演習を行い、既習事項
の定着と応用力の強化を図る。

・指導事項
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
・ワークシートによる入試問題演習
・教材：練磨 数学Ⅲ＋Ｃ

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇 〇 〇

4

合計

70



年間授業計画

高等学校 令和7年度（３学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 2 組 , 4 組 、 7 組
教科担当者：
使用教材： （ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇

8

合計

70

３
学
期

【入試対策演習】
数学全範囲について、各大学・専門
学校の過去問題を用いて演習を行
い、既習事項の定着と応用力の強化
を図る。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・ニューパワーオン　数学Ⅰ・A
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇

〇 〇 12

定期考査
1

〇 〇 8

1
２
学
期

【数学A】
・確率
・図形の性質
・数学と人間の活動

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・ニューパワーオン　数学Ⅰ・A
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
用語の意味や使い方を理解し、公式や定理を用いて
正しく立式し、計算処理ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇

【入試対策演習】
数学全範囲について、各大学・専門
学校の過去問題を用いて演習を行
い、既習事項の定着と応用力の強化
を図る。

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・ニューパワーオン　数学Ⅰ・A
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

〇

○ ○ 16

定期考査
1

○ ○ 10

定期考査  
1１

学
期

【数学Ⅰ】
・数と式
・２次関数

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・ニューパワーオン　数学Ⅰ・A
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○

【数学Ⅰ・A】
・図形と計量
・データの分析
・場合の数

【指導事項】
自分で考えるだけでなく、周囲と協力し、
互いに教え合うことにより学力向上を図
る。
【教材】
・ニューパワーオン　数学Ⅰ・A
・プリント
【指導の工夫】
・一人１台端末の活用
・視覚教材の利用
・単元テストによる評価

【知識及び技能】
既習内容の確認と復習を行い、基礎事項が定着して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
新出事項を既習事項と結びつけることができる。少
し複雑な場合についても考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
学習中の単元に関心をもち，考察しようとする。複
雑な問題にも粘り強く挑戦する姿勢が見られる。

○

各項目の基本事項・教科書で学んだ知識の確認と習熟を図
る。

大学入試や専門学校の演習問題を通して、基本的な考え
方や解法の習得を図る。また、幅広い難易度の問題演習
を通して、さまざまな考え方の理解を深め、問題解決へ
の力を養う。

大学入試や専門学校の演習問題を通して、数学のよ
さを再認識し積極的に数学を活用しようとする態
度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度
や創造性を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

【主体的に学習に取り組む態度】

看護数学
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

　ニューパワーオン　数学Ⅰ・A（東京書籍）
数学

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学
的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学 看護数学 2

（　　）

雪谷 数学 看護数学


